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―――――――――――――― 解答上の注意事項 ――――――――――――――

１ 「解答始め」の合図があるまで問題を見てはならない。

２ 「解答始め」の合図があったら，全ての解答紙の所定欄に受験番号を記入すること。

３ 問題の解答は，別に指示がある場合を除き，所定の解答欄に記入すること。

４ 試験時間中，試験問題の内容について質問がある場合は，手をあげて監督者に申し出

ること。

５ 各解答紙には，問題番号（１、２）を明記し，１ と ２は、解答紙を分けること。

  解答紙１枚に複数の問題を解答してはならない。

６ 解答紙は裏面を用いてもよいが，裏面を用いる場合は表面の右下に「つづく」と明記

すること。

７ その他，監督者の指示に従うこと。

2023追試験



 
（このページを下書きに用いてよい） 

 



科目名 数学基礎（微分積分学・線形代数学）

採点は解答用紙のみで行う．計算/下書き用紙は採点対象外なので，
答えに至るまでの計算過程や説明等はすべて解答用紙に記入すること．
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(1) 関数 f(x) = sin−1 x のマクローリン展開を f(x) = a+ bx+ cx2 + dx3 + · · · とするとき，
a, b, c, dの値を求めよ．

(2) z = g(x, y)をC2級関数とする．x = eu+v, y = eu−v とするとき，
偏導関数 zvおよび zvvをそれぞれ zx, zy, zxx, zxy, zyy, x, y で表せ．

(3)

∫ 1

0

√
1− x2 dx の値を求めよ．

(4)

∫ 1

0

1√√
x− x

dx の値を求めよ．

(5) 次の重積分の値を求めよ．

I =

∫∫
D

2x− 3y

x+ y
dxdy, D = {(x, y) | 1 ≤ x+ y ≤ 4, 0 ≤ 2x− 3y ≤ 5} .
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について以下の問に答えよ．

(1) bをu,v,wの線形結合（一次結合）で表せるか否かを判定せよ．

(2) b,u,v,wを順に並べてできる行列B = [b u v w]の行列式の値を求めよ．

(3) Aは固有値 1をもつ．それ以外のAの固有値を１つ求めよ．
さらに，ここで求めた固有値に対応する固有ベクトルを１つ求めよ．

(4) Aが対角化可能か否かを判定せよ．また，対角化可能であれば対角化し，
対角化する行列も求めよ．



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
「解答始め」の合図があるまで問題を見てはならない。 

 


